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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

「学校生活のしおり」を活用した学習習慣の確立、家庭学習の質的改善、取組の特徴

全国学力・学習状況調査問題等の活用

白河市立白河中央中学校

【取組の概要】

「 」 、 。 、３年間を通して 学校生活のしおり を活用し 学習習慣の確立を図っている また

家庭学習の習慣化から質的改善に向けた様々な取組をうとともに、全国学力・学習状況

調査の結果を分析し、自校の課題について共通理解を図り、授業や家庭学習に活用して

いる。

１ 取組① 共通理解を図り指導しています

○ 「学校生活のしおり」を活用した学習習慣の確立

新入生に「学校生活のしおり」を配付し、オリエンテーシ

ョンを実施している。中学校における学習のねらいやそのね

らいを達成するためにどのようなことが必要なのか、授業で

の心構え、家庭学習の仕方など、オリエンテーション実施後

も３年間「学校生活のしおり」を基に、各教科において指導

を継続している。また、家庭と連携が取れるよう、保護者に

対して学年だよりや保護者会などで周知を行っている。継続

的に「学校生活のしおり」を活用することで、全教職員が共

通理解の基、一貫した指導ができている。

また、小中連携の観点から、学区内の小学校にも「学校生

活のしおり」を提供し、小中学校の接続がスムーズになるよ

う配慮している。
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２ 取組② 内容・方法を指導しています

（１）家庭学習の習慣化から質的改善に向けた取組

各学年、各学級の自主学習ノートの

提出率を週単位で調査している。校内

で実施しているアンケート調査結果か

らも、ほぼすべての生徒に家庭学習の

習慣が身に付いていることがうかがえ

る。そこで 「家庭学習の質的改善」を、

掲げ 「家庭学習スタンダード」の視点、

を基に家庭学習チェックシートを作成

している。生徒自身に家庭学習の自己

評価をさせ、改善に向けた手立てを考

えさせるとともに、保護者にもコメン

トをもらい、家庭の協力を得られるよ

うに工夫している。さらに、各学級に

おいて、工夫された自主学習ノートを

「自学王」として紹介する取組も継続

的に行っている。

＜「自学王」に選ばれた自主学習ノート＞

（２）全国学力・学習状況調査問題等の活用

全国学力・学習状況調査実施後、すぐに自己採点させることで、生徒自身が課題を

意識できるようにしている。教員も教科部会で採点を行い、どのような問題が出題さ

れていて、生徒にどのような力を身に付けさせればよいのか共通理解を図り、学習指

導に生かしている。さらに、過去の全国学力・学習状況調査問題や高校入試問題を小

問ごとに各学年に振り分け、定期テストや授業、家庭学習などで活用している。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

「１２年間をつなぐ家庭学習」と「自主学習の内容の工夫」取組の特徴

会津坂下町立坂下南小学校

【取組の概要】

町内１中学校、２小学校、２幼稚園が望ましい生活習慣づくりについて共有を図って

いる。また、家庭と連携した家庭学習の習慣づくりの取組がなされている。

１ 取組① 協力・連絡体制を築きます

（１）１２年間をつなぐ家庭学習

会津坂下町では 「子育て支援、

日本一を目指した『一つの学園

構想 」のもと、町内の幼稚園、』

小学校、中学校が“一貫性 “共”

通性 継続性 で 育ち と 学”“ ” 「 」 「

び」をつないでいる。

発達段階に応じて、家庭学習

の内容を例示し、さらに保護者

の役割の例も示すことで、学校

と家庭が連携して家庭学習の習

慣づくりに取り組んでいる。

また、幼稚園においても小学

校との接続を意識した家庭学習

の在り方を保護者と共有し、保

、護者の関わり方の例を示すなど

１２年間を見通した一貫性のあ

る取組がなされている。

【町広報より 保護者からの御意見】
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（２）生活習慣・家庭学習習慣の涵養

毎年、家庭学習の習

慣づくりとともに、望

ましい生活習慣づくり

についても積極的に取

り組んでいる。

特に、メディアコン

トロール、子どもとの

コミュニケーションに

力を入れており、各家

庭にも浸透してきてい

る。

２ 取組② 内容・方法を指導します

（１）自主学習の内容の工夫

町から示された家庭学習の例を基に、各

学年で家庭学習の実施状況を確認する場を

もっている。学校の取組を保護者会やお便

りを通じて家庭と共有し、家庭学習の内容

・方法について共通理解のもと指導を行っ

ている。自主学習の内容については、漢字

や計算練習などとともに、上学年では、定

着確認シートや全国学力・学習状況調査問

題にも取り組んでいる。

（２）ノートコンクールの実施

授業のノートや自主学習ノートのコンクールを実施し、表彰されたノートは廊下に

掲示している。また、高学年では、これまでの自主学習ノートをロッカーに並べ、互

いに見合うことにより家庭学習への意欲を高めている。

よいところや工夫している

ところを称賛し、意欲付け

を図っている。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

「自己マネジメント力を育む取組」と「授業と家庭学習をつなぐ手立て」取組の特徴

猪苗代町立吾妻中学校
【取組の概要】

生徒たちの「自己マネジメント力」を育成すべく 「絆ノート」の活用、コース選択、
制によるノーメディアデーの取組を行っている。また、家庭学習と個別指導、家庭学習
と授業の関連を図った実践を積み重ねている。

１ 取組① 内容・方法を指導しています
（１）自己マネジメント力を育む取組

① 「絆ノート」の活用
学校生活と家庭生活ともによりよ

いものを目指していくために、日々
の生活記録や学習計画を記入する
「絆ノート」を独自に作成し、活用
している。
今年度は、学校の課題である「メ

ディア時間の多さ」の改善を図るた
めに、メディアに触れる時間や生活
時間の使い方も書き込めるように仕
様を改めた。
教育相談 学習相談 時には 絆（ ） 、「

ノート」を各教科担任が確認し、各
個人の家庭学習の状況やこれからの
改善策を具体的にアドバイスしてい
る。

② ノーメディアデー
基本的に、毎週木曜日に実施。水

曜日に次の日自分が実施するコース
を決め、一覧表に自己申告をする形
で実施している。
完全なノーメディアとするのでは

なく、生徒の実態に応じて自己申告する形なので、メディアとのつきあい方を自
ら考えることになるとともに、無理なく取り組める。時間を大切に使うことの大
切さ、ゲームのやり過ぎが脳に与える影響などを考えて、自分の生活をよりよく
管理し、実践する力をつけさせる効果的な取組である。
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（２）脳科学からのアプローチ
「学習の手引き」の全体版に、

脳科学に基づく効果的な学習の仕
方を紹介。
「五感を使って覚えると効果

的 「１ヶ月に４回は繰り返すと」、
効率よく復習できる 「覚えたこ」、
とを人（自分）に説明して記憶す
る」など、家庭学習に役立つ情報
を掲載し、科学的な意味付けを行
った上で指導に当たっており、学
習集会で全校生向けに指導もして
いる。

（３）定期テスト前質問学習会の実施
定期テスト５日前に２回の質問学
習会を実施。普段の授業や、前日の
家庭学習でわからなかったことを教
科担当の先生等に質問したり、生徒
同士で教え合ったりする機会を設け
ている。
日頃、質問したいと思っていても
遠慮して聞けない生徒も多く、その
ような生徒にとっては大変貴重な機
会となり、満足度も高く、かつ、教
師と生徒の距離が近くなったと感じ
る生徒も多い。また、質問して学習
した内容を日頃の学習に生かそうと

。取り組んでいる生徒の姿が見られた
（自主学習ノート、まちがい直しノ
ート等の作成など）

２ 取組② 授業と家庭学習をつなげています
○ 授業と家庭学習をつなぐ手立て

各教科において、次時の授業につながる家庭学習を意識し、以下のように手立て
を講じている。これらの実践により、次時の授業の取組がスムーズになり、進んで
問題解決をする生徒の姿など、学習に意欲的に取り組み、学習内容を理解しようと
する積極的な姿が見られた。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

「家庭学習計画タイム」と「家庭学習カード」を活用した自己マネジメン取組の特徴

ト力の育成

只見町立只見小学校

【取組の概要】

Research日課表の中に毎日１５分間の 家庭学習計画タイム を設定し 児童自らが「 」 、 「

（自分を知る 「 （計画する 」できるように支援している。また 「家庭学習カ）」、 ） 、Plan
ード」を活用し 「 （確かめる 「 （見直す 」できるようにも支援してい、 ）」、 ）Cheak Action
る。教育活動全体を通して「 サイクル」を意識できるようにして「自己マネジR-PDCA
メント力」の育成に取り組んでいる。

１ 取組① 内容・方法を指導しています

（１）日課表の中に「家庭学習計画タイム」を設定

５校時終了後の１５分間、児童が

家庭学習の具体的な計画を立てる 家「

」 。庭学習計画タイム を設定している

校内行事等があり、設定している時

間帯に実施できない場合でも、朝の

活動の時間に実施するなど、時間を

調整して取り組んでいる。

学級担任を中心に、管理職や学級

担任外も加わり、計画が立てられな

、 、い児童には 計算や漢字の学習など

。取り組みやすい内容を紹介している

また、学習の量や難易度が児童の力

に合っているか、必要に応じて助言

を行っている。

継続して取り組むことによって、

，家庭学習への意欲を高めるとともに

見通しをもち進んで家庭学習に取り

組むことができるようになってきて

いる。

今後は、家庭学習を授業と連動さ

せることよって学習効果を高め、基

礎的・基本的な学習内容が確実に身

に付くように工夫していく。

［家庭学習計画タイム］
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（２ 「家庭学習カード」による振り返り）

各学年で「家庭学習カード」を活用し 「家庭学習計画タイム」で立てた計画につ、

いて振り返りを行っている。各学年で使用する「家庭学習カード」は、全学年共通で

設ける項目（宿題と自主学習の内容、音読する箇所、読む本の題名、学習時間、保護

者のチェック欄）と、各学年の実態に応じて設ける項目から構成されている。

４学年は、保護者と担任がコメントを書くことで意欲付けを行っている。また、６

学年は、学習に取り組んだ時刻も記録するようにし、決まった時刻に家庭学習を始め

る習慣づくりを行っている。

［４学年の「家庭学習カード ］ ［６学年の「家庭学習カード ］」 」

２ 取組② 協力・連携体制を築いています

○ 家庭学習充実のための校内体制の確立

定期的に学力向上対策委員会を開催し、

家庭学習計画タイムの進め方について共通

理解を図っている。

第１回は、家庭学習スタンダードの概要

やねらいの確認を行った。教職員の転出入

があったことから、昨年度リーフレットを

配付した際に各家庭にお願いしたことにつ

いて、教職員全体で共通理解を図った。ま

、 、た 家庭学習計画タイムの進め方について

右の資料を用いて全体で確認し、各学年同

一歩調で家庭学習充実のために取り組んで

いる。第２回は、各学年の取り組み状況や

課題になっていることなどを共有し、より

充実させるための手立てについて話し合い

を行った。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

授業と家庭学習をつなぐ「家庭学習９０プラン」と生徒会の取組取組の特徴

南会津町立南会津中学校

【取組の概要】

授業と家庭学習をつなぐために、学校の実態を踏まえた「９０分」という時間の有効

活用を意識させる「家庭学習９０プラン」に取り組んでいる。また、生徒自らも家庭学

習の充実に向けて様々な取組を行っている。

１ 取組① 授業と家庭学習をつないでいます

○ 授業と家庭学習をつなぐ「家庭学習９０プラン」の実施

授業と家庭学習のサイクルを意識できるように、教育活動全体で「家庭学習９０プラ

ン」に取り組んでいる。学校の統合に伴い、１時間以上かけて登下校している生徒もい

る実態を踏まえ 「９０プラン」をもとに時間の有効な使い方について指導を行ってい、

る。

、 。 、教師は 授業と家庭学習のつながりが実感できる授業づくりに取り組んでいる また

生徒自らが、学習した内容の定着を確認するために、全国学力・学習状況調査問題や過

去の定着確認シート問題を教室に準備し、生徒がすぐに活用できるよう工夫している。

今後は 「家庭学習スタンダード」を活用し、自校の実態に応じた「家庭学習の手引、

」 、 。き を作成するため 現職教育部会や各教科部会において話し合いを進める計画である

＜「家庭学習９０プラン」の取り組み方＞

＜教室に準備された定着確認シート＞
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２ 取組② 協力・連携体制を築いています

○ 生徒会による様々な取組

① 学習委員会による見本となる家庭学習の紹介

「家庭学習９０プラン」の活用に向けて、学習委員会においては、見本となる家庭

学習ノートを教室や廊下に掲示し、どのような点が工夫されているのか、どこを改善

するともっと充実した家庭学習になるのかなど、学習委員から一言コメントをつけて

いる。

② 生徒会本部による時間の有効活用に向けた取組

生徒会本部においては 「スマートフォン、ＰＣ等の使用についてのわたしたちの、

つの約束」を定め、メディア等の接し方や時間の有効活用などを呼びかけている。ま

た 「親と子の７つの約束」により、家庭の協力が得られるよう、生徒自身が保護者、

へ向けて情報発信の周知も行っている。


